
セシウムはカリウム等と化学的に同じような性質（１価の正電荷）を持っているこ
とから、表面に負の電荷を持つ粘土鉱物に吸着されやすい性質があります。さらに、
一部の粘土鉱物は時間の経過と共に吸着したセシウムを「固定」する能力を持ち、一
度固定されたセシウムは水に溶け出しにくいことが分かっています。
今回の事故により環境中に放出された放射性セシウムは、時間の経過と共に土壌中

の粘土鉱物による吸着・固定が進み、作物に吸収されにくくなっています。（上図）
なかでも、バーミキュライトやイライト等の雲母鉱物由来の粘土はセシウムを固定

する能力が高いことが分かっています。（下表）
これまでの調査研究の結果から、福島県内の河川において、河川水中の放射性セシ

ウム濃度は、徐々に減少する傾向が確認されています。また、森林等から河川に流入
する放射性セシウムの濃度も、時間と共に減少する傾向が確認されています1。
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